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◆平成28年度事業計画

◆平成28年度収支予算

◆平成28年度役員・評議員

◆地域文化伝承館「出展」へ向けて

　（大村市、佐世保市、南島原市）

◆地域文化伝承館「出演」へ向けて

　（長崎市、佐世保市、長与町、諫早市）

◆市町老連会長研修会

◆若手委員会・女性部会開催

◆平成28年度長崎県高齢者施策について

◆「在宅福祉を支える友愛活動セミナー」

　　　　　　　　　　　　　　に参加して

◆「健康づくり中央セミナー」に参加して

◆「全国老人クラブリーダー　

　　　　　　中央セミナー」に参加して

◆市町老連紹介

　　　　諫早市老連

◆市町老連別クラブ数・会員数

◆老人クラブ傷害・賠償保険

◆指定宿泊施設一覧

◆編集雑感

【長崎県老人クラブ連合会長賞】
「小さな庭に あふれる緑」
吉浦　敬子（佐世保市）

第１3回 長崎県ねんりんピック・生きがい作品展



☆
の
ば
そ
う
！
健
康
寿
命
、

　
担
お
う
！
地
域
づ
く
り
を

1

　　
1
　
会
員
増
強
運
動
の
推
進

　
2
　
若
手
会
員
の
組
織
化
と

　
　
　
女
性
会
員
の
登
用

　
3
　
介
護
予
防
（
健
康
づ
く
り
）

　
　
　
と
生
活
支
援

　
4
　
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
長
崎

　
　
　
2
0
1
6
に
お
け
る

　
　
　
地
域
文
化
伝
承
館
の
開
催

　
平
成
28
年
３
月
11
日
に
行
わ
れ

た
評
議
員
会
及
び
、
３
月
３
日
に

行
わ
れ
た
理
事
会
に
お
い
て
、
平

成
28
年
度
の
長
崎
県
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
の
事
業
計
画
が
協
議
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

　
8
月
か
ら
の
主
な
行
事
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

長
崎
県
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
事
業
計
画

公
益
財
団
法
人

平
成
28
年
度

平成28年度　県老連の主な行事

開　催　日

8月

  3（水）

18（木）～19（金)

25（木）～26（金)

健康づくりリーダー養成講習会

九州各県・指定都市老連事務局長会議

市町老連女性リーダー研修会

五島市

長崎市（ホテルセントヒル長崎）

長崎市（Alega軍艦島）

9月

8/31（水）～9/1(木)

15（木）～21（水）

下旬（未定）

市町老連若手リーダー研修会

老人週間（15日老人の日、20日社会奉仕の日）

地域文化伝承館スタッフ等説明会

島原市（南風楼）

長崎市（県総合福祉センター）

平成29年

2月

15（水）～16（木）

22（水）～24（金）

未定

在宅福祉を支える友愛活動セミナー

第14期健康づくり中央セミナー

第12回　「銀の翼」

東京都（全社協会議室）

神奈川県（ロフォス湘南）

渡航先未定

3月

  9（木）

17（金）

17（金）

県老連理事会

県老連評議員会

地域文化伝承館第４回実行委員会（15：00～）

長崎市（県総合福祉センター）

長崎市（ホテルセントヒル長崎）

長崎市（ホテルセントヒル長崎）

10月

11月

12月

  5（水）～  6（木)

15（土）～18（火）

全老連女性リーダーセミナー

第29回全国健康福祉祭ながさき大会

〔地域文化伝承館15（土）～17（月）（県立総合体育館）〕

東京都（全社協会議室）

長崎県

  1（火）

  9（水）～ 10（木)

15（火）

16（水）

県老連理事会・第３回表彰選考委員会

第45回全国老人クラブ大会

健康づくりリーダー養成講習会

健康づくりリーダー養成講習会

長崎市（県総合福祉センター）

富山県

東彼杵町

島原市

  8（木）

14（水）

第51回長崎県老人クラブ大会

健康づくりリーダー養成講習会

諫早市（文化会館）

長崎市

行　　　事 場　　　所

『
事
業
の
重
点
課
題
』



辞
任
等
に
伴
う
補
欠
選
任
に
よ
り
次

の
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

《
役
　
員
》

会
　
　
長

島
中
　
英
安
︵
大
村
市
老
連
︶

副
会
長

金
冨
　
竹
志
︵
長
崎
市
老
連
︶

寺
田
　
道
子
︵
県
老
連
女
性
部
会
︶ 

常
務
理
事

本
田
　
哲
朗
︵
県
老
連
事
務
局
︶

理
　
　
事

相
良
　
綱
信
︵
南
島
原
市
老
連
︶

小
村
　
省
二
︵
佐
世
保
市
老
連
︶

峯
脇
　
達
郎
︵
五
島
市
老
連
︶

中
野
　
勝
利
︵
県
老
連
若
手
委
員
会
︶

小
村
　
利
之
︵
県
長
寿
社
会
課
︶
新

藤
原
　
敬
一
︵
県
社
会
福
祉
協
議
会
︶ 

監
　
　
事

畑
中
　
正
広
︵
諫
早
市
老
連
︶
新

福
井
　
一
正
︵
長
与
町
老
連
︶

平成28年度　収支予算（損益方式）

Ⅰ.一般正味財産増減の部

1．経常増減の部

（1）経常収益

　基本財産運用益

　受取会費

　事業収益
　

　受取補助金等

　雑収益

（2）経常費用

　事業費

　管理費

　当期経常増減額

40,202

134

7,276

3,140
　

29,482

170

44,323

36,965

7,358

△ 4,121

会  費
賛助会員会費

7,200
76

会 員 章 普 及
指定宿泊施設
傷害保険普及

30
2,400
710

県 補 助 金
民 間 助 成 金

28,872
610

科　　目 予算額 摘　　要

2．経常外増減の部

（1）経常外収益

（2）経常外費用

　当期経常外増減額

　当期一般正味財産増減額

　
一般正味財産期首残高
　

　一般正味財産期末残高

Ⅱ.指定正味財産増減の部

　当期指定正味財産増減額

　指定正味財産期首残高

　指定正味財産期末残高

Ⅲ.正味財産期末残高

0

0

0

△ 4,121

11,000
　

6,879

0

106,000

106,000

112,879

科　　目 予算額 摘　　要

単位：千円

2

《
評
議
員
》

佐
々
木
光
健
︵
長
崎
市
老
連
︶

金
子
　
健
夫
︵
佐
世
保
市
老
連
︶

荒
木
　
千
鶴
︵
島
原
市
老
連
︶

小
谷
　
富
敏
︵
諫
早
市
老
連
︶

山
口
　
鷹
士
︵
大
村
市
老
連
︶

田
渕
　
俊
雄
︵
平
戸
市
老
連
︶

永
淵
　
勝
幸
︵
松
浦
市
老
連
︶

齋
藤
　
義
人
︵
対
馬
市
老
連
︶

山
本
　
義
人
︵
壱
岐
市
老
連
︶

清
島
　
康
平
︵
五
島
市
老
連
︶

中
村
　
光
春
︵
西
海
市
老
連
︶

脊
川
　
亀
史
︵
雲
仙
市
老
連
︶

田
中
　
照
身
︵
南
島
原
市
老
連
︶

内
田
　
政
信
︵
長
与
町
老
連
︶

黒
田
　
　
博
︵
時
津
町
老
連
︶

佐
藤
　
昇
一
︵
東
彼
杵
町
老
連
︶
新

荻
野
　
行
宣
︵
川
棚
町
老
連
︶

小
林
　
正
男
︵
波
佐
見
町
老
連
︶

近
藤
　
一
輝
︵
小
値
賀
町
老
連
︶

永
石
　
善
吾
︵
佐
々
町
老
連
︶
新

道
下
　
三
昌
︵
新
上
五
島
町
老
連
︶
新

近
藤
　
正
治
︵
県
老
連
若
手
委
員
会
︶

道
下
　
　
敦
︵
県
老
連
女
性
部
会
︶

佐
藤
　
雅
秋
︵
県
す
こ
や
か
長
寿
財
団
︶

平
成
28
年
度 

役
員
・
評
議
員
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大
村
市
老
連
の
女
性
部
会
は
、
15

名
の
部
会
員
で
構
成
し
活
動
し
て
い

ま
す
。
年
齢
に
も
あ
ま
り
差
が
な

く
、
何
事
も
気
軽
に
話
し
合
え
る
、

相
談
し
や
す
い
女
性
部
会
で
す
。

本
年
10
月
に
開
催
さ
れ
る
﹁
ね
ん

り
ん
ピ
ッ
ク
長
崎
﹂
で
の
健
康
と
福

祉
の
祭
典
の
中
の
﹁
地
域
文
化
伝
承

館
﹂
へ
の
出
展
が
決
ま
り
、
ま
ず
広

報
活
動
の
一
環
と
し
て
、
日
頃
か
ら

の
取
り
組
み
を
活
か
し
て
、
折
り
紙

を
使
っ
て
の
作
品
を
大
村
市
役
所
玄

関
ロ
ビ
ー
に
出
展
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
、
6
日
間
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
市
老
連
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

に
お
い
て
も
会
場
に
作
品
展
示
コ
ー

ナ
ー
を
設
置
し
、
さ
ら
に
単
位
ク
ラ

ブ
に
出
向
き
、
折
り
紙
作
り
の
出
前

講
座
を
実
施
す
る
な
ど
、
会
員
へ
の

意
識
高
揚
を
図
り
、
一
定
の
成
果
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

来
場
者
記
念
品
﹁
つ
ば
き
折
り

紙
﹂
作
成
目
標
︵
２
０
０
個
︶
を
目

指
す
た
め
、
出
前
講
座
で
の
経
験
を

活
か
し
た
作
成
講
習
会
を
開
催
し
、

71
名
が
参
加
し
、
２
６
７
個
を
完
成

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

全
国
か
ら
地
域
文
化
伝
承
館
へ
来

場
さ
れ
る
皆
様
に
、
お
も
て
な
し
の

心
を
も
っ
て
贈
る
こ
と
を
楽
し
み
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
老
連
女
性
部
会
員
も
思
い
出
に

残
る
取
り
組
み
に
専
念
し
て
ま
い
り

ま
す
。

﹁
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
長
崎
２
０
１

６
﹂
に
出
展
参
加
で
き
る
こ
と
を
感

謝
す
る
と
共
に
、
子
供
・
孫
・
友
人

に
自
慢
で
き
る
よ
う
に
、
女
性
部
会

員
一
丸
と
な
り
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

地域文化伝承館「出展」へ向けて

大 

村 

市

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

女
性
部
会
長

野
口
　
喜
美
子
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ま
ゆ

だ
ま
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私
た
ち
は
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
が

長
崎
県
で
開
催
さ
れ
る
ご
縁
を
頂

き
、
地
域
文
化
伝
承
館
を
担
当
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
県
老
連
女
性
部

で
は
、
地
域
文
化
伝
承
館
へ
お
い
で

い
た
だ
い
た
選
手
や
役
員
の
皆
様
お

よ
び
来
場
者
様
に
手
作
り
の
記
念
品

を
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
計

画
い
た
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
県
北
地
区
︵
佐
世
保

市
・
平
戸
市
・
松
浦
市
・
佐
々
町
︶

で
は
、
身
に
着
け
る
と
﹁
福
を
招

く
﹂
と
言
わ
れ
る
江
迎
町
の
﹁
繭

玉
﹂
を
ス
ト
ラ
ッ
プ
に
し
て
、
歓
迎

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
つ
け
て
お
配
り
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

更
に
、
佐
世
保
市
老
連
で
は
９
月

に
開
催
さ
れ
ま
す
﹁
佐
世
保
市
シ
ル

バ
ー
作
品
展
﹂
に
出
品
さ
れ
る
様
々

な
繭
玉
を
地
域
文
化
伝
承
館
に
展
示

し
て
、
合
わ
せ
て
体
験
コ
ー
ナ
ー
を

設
置
し
て
、
自
分
の
作
っ
た
作
品
を

持
っ
て
帰
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

準
備
い
た
し
ま
し
た
。

﹁
繭
玉
ス
ト
ラ
ッ
プ
﹂
は
、
き
っ

と
皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
と
信

じ
て
全
員
が
張
り
切
っ
て
創
り
上
げ

た
作
品
で
す
。
よ
か
っ
た
ら
ご
自
分

で
も
創
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

ま
た
、
佐
世
保
の
３
会
場
へ
お
出

で
い
た
だ
い
た
選
手
や
応
援
の
皆
様

に
も
お
渡
し
い
た
だ
く
よ
う
に
更
に

2
0
0
0
個
を
作
成
し
て
佐
世
保
市

長
へ
お
預
け
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
旅
で
良
い
出
会
い
が
あ
り
ま

す
よ
う
に
！

佐
世
保
市

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

女
性
理
事
部
会

地域文化伝承館「出展」へ向けて
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有
馬
愛
瓢
会
は
発
足
以
来
18
年
、

高
齢
者
を
主
体
に
会
員
数
36
名
で
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
さ

ん
は
、
ひ
ょ
う
た
ん
を
毎
年
２
〜
３

月
に
種
ま
き
か
ら
始
め
、
植
え
つ

け
・
水
や
り
・
消
毒
、
実
が
熟
す
ま

で
毎
日
畑
に
行
き
半
年
か
け
て
育
て

ま
す
。
実
が
熟
し
た
ら
水
漬
け
し
、

中
身
を
出
し
水
洗
い
、
乾
燥
さ
せ
て

素
瓢
が
出
来
上
が
り
ま
す
。
加
工

は
、
カ
シ
ュ
ー
︵
塗
料
︶
を
何
十
回

と
塗
り
重
ね
て
か
ら
の
研
ぎ
出
し
法

︵
津

軽

塗

り
︶
や
、
彫

刻

刀

等

で

色
々
な
模
様
を
刻
ん
で
い
く
透
か
し

彫
り
等
、
各
自
思
い
思
い
に
工
夫
を

凝
ら
し
て
作
品
を
仕
上
げ
ま
す
。

　
そ
し
て
、
翌
年
３
月
上
旬
に
開
催

す
る
﹁
有
馬
ひ
ょ
う
た
ん
展
﹂
に
展

示
し
、
お
互
い
の
作
品
を
競
い
合
う

発
表
会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
２
日

間
の
日
程
で
す
が
、
県
内
外
か
ら

1
0
0
0
人
前
後
の
観
覧
者
が
訪

れ
、
口
々
に
素
晴
ら
し
い
と
言
わ
れ

好
評
を
得
て
い
ま
す
。

ま
た
、
島
原
市
の
災
害
記
念
館
で

も
４
年
前
か
ら
、
３
月
に
約
１
ヶ
月

間
﹁
ひ
ょ
う
た
ん
展
﹂
を
開
催
し
て

お
り
ま
す
。
期
間
中
は
全
国
か
ら

4
0
0
0
人
前
後
の
入
場
者
が
あ

り
、
こ
れ
も
ま
た
大
好
評
で
す
。

今
回
、﹁
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
長
崎

2
0
1
6
﹂
の
﹁
地
域
文
化
伝
承
館
﹂

に
、
作
品
の
一
部
を
出
展
さ
せ
て
頂

く
こ
と
に
な
り
会
員
一
同
大
変
喜
ん

で
い
ま
す
。

な
お
、
今
年
の
6
月
2
日
〜
3
日

に
大
分
県
で
開
催
さ
れ
た
第
41
回
全

日
本
愛
瓢
会
展
示
会
に
2
名
の
会
員

が
出
展
し
、
松
本
健
一
氏
が
文
部
科

学
大
臣
賞
に
、
木
下
克
己
氏
が
大
分

県
知
事
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
そ
の
作

品
も
展
示
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、

心
ゆ
く
ま
で
観
賞
し
て
頂
け
れ
ば
幸

甚
に
存
じ
ま
す
。

地域文化伝承館「出展」へ向けて

南
島
原
市

有
馬
愛
瓢
会

会
長

髙
橋
　
文
男
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平
成
８
年
４
月
か
ら
講
師 

野
中
久

美
子
氏
の
指
導
の
下
、﹁
明
る
く
　

楽
し
く
　
若
々
し
い
声
で
﹂
を
モ
ッ

ト
ー
に
コ
ー
ラ
ス
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

同
年
10
月
に
全
国
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
宮
崎
大
会
に
長
崎
県
代
表
と
し
て

出
演
、
翌
年
の
平
成
９
年
全
国
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
鹿
児
島
大
会
に
も
長

崎
県
代
表
と
し
て
出
演
し
ま
し
た
。

直
近
で
は
、
平
成
23
年
７
月
九
州

ブ
ロ
ッ
ク
長
崎
大
会
に
も
出
演
し
ま

し
た
。

結
成
以
来
、
大
き
な
大
会
で
歌
え

た
こ
と
は
光
栄
で
あ
り
励
み
で
も
あ

り
ま
す
。

コ
ー
ラ
ス
部
と
し
て
地
道
な
練
習

を
重
ね
、
毎
年
、
長
崎
市
老
連
演
芸

大
会
に
出
演
し
、
現
在
に
至
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
度
、
全
国
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

長
崎
大
会
に
出
演
が
決
ま
り
部
員
一

同
感
激
し
、
月
１
回
の
練
習
を
、
期

待
に
添
い
た
い
と
の
思
い
で
月
２
回

練
習
し
て
い
ま
す
。

３
曲
歌
わ
せ
て
頂
き
ま
す
が
、
歌

詞
を
覚
え
る
の
も
一
苦
労
、
又
、
他

の
パ
ー
ト
の
音
階
に
つ
ら
れ
る
こ
と

も
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。

不
安
だ
ら
け
で
す
が
、
本
番
で
は

美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
披
露
で
き
る

よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
達
、
大
和
長
寿
ク
ラ
ブ
の
コ
ー

ラ
ス
部
は
、
健
康
づ
く
り
、
仲
間
づ

く
り
、
生
き
が
い
づ
く
り
を
一
層
進

め
る
た
め
、
平
成
25
年
に
結
成
し
ま

し
た
。

練
習
は
、
我
が
町
の
公
民
館
で
、

毎
週
水
曜
日
の
午
後
に
2
時
間
程
度

行
っ
て
い
ま
す
。

部
員
は
、
60
〜
90
歳
代
で
大
変
賑

や
か
な
メ
ン
バ
ー
で
す
。

活
動
の
は
じ
ま
り
は
、
当
長
寿
ク

ラ
ブ
の
例
会
、
新
年
会
等
で
し
た

が
、
次
第
に
、
我
が
町
の
夏
祭
り

や
、
地
域
及
び
佐
世
保
市
の
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
主
催
の
老
人
演
芸
大
会

に
も
出
演
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き

ま
し
た
。

人
間
の
生
活
に
お
い
て
、
歌
ほ
ど

心
の
奥
底
に
溶
け
込
ん
で
、
健
康
の

喜
び
と
励
ま
し
を
与
え
て
く
れ
る
も

の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
達
は
、
長
崎
の
地
域
文
化
の
催

し
に
共
鳴
し
、﹁
愛
・
さ
せ
ぼ
﹂﹁
希
望
﹂

﹁
あ
ざ
み
の
歌
﹂
3
曲
を
心
を
込
め
て

斉
唱
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

長 

崎 

市

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

コ
ー
ラ
ス
部

地域文化伝承館「出演」へ向けて

佐
世
保
市

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

大
和
長
寿
ク
ラ
ブ

会
長
　
牛
嶋
　
　
晃
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佐
世
保
市
南
部
に
位
置
す
る
黒
髪

地
区
で
活
動
す
る
﹁
桜
ヶ
丘
桜
寿

会
﹂
は
、
昭
和
55
年
に
発
足
し
、
歴

代
会
長
の
あ
と
を
継
ぎ
、
現
在
は
春

夏
秋
冬
に
行
事
を
計
画
し
、
講
演

会
・
食
事
会
・
何
で
も
話
し
合
う

会
・
カ
ラ
オ
ケ
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
な
ど
を
取
り
入
れ
て
活
動
し
て
い

ま
す
。

地
域
文
化
伝
承
館
へ
の
出
場
依
頼

を
い
た
だ
い
て
、
ク
ラ
ブ
の
会
員
さ

ん
に
声
を
か
け
、
最
初
は
驚
き
と
不

安
で
一
杯
で
し
た
が
、
人
生
の
中
で

こ
ん
な
有
難
い
事
は
な
い
だ
ろ
う

し
、
い
い
人
生
経
験
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
感
謝
、
感
謝
で
す
。

そ
の
経
験
も
、
み
ん
な
の
心
が
一

つ
に
ま
と
ま
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
燃
え

て
、
後
期
高
齢
者
の
生
き
甲
斐
と
健

康
に
繋
が
り
ま
す
。

週
一
度
の
ダ
ン
ス
練
習
と
月
一
回

の
桜
寿
会
例
会
は
、
皆
さ
ん
の
楽
し

み
で
す
。

今
月
の
議
題
は
ど
ん
な
内
容
だ
ろ

う
か
と
心
わ
く
わ
く
し
て
参
加
さ
れ

ま
す
し
、
和
気
あ
い
あ
い
と
お
し
ゃ

べ
り
し
、
笑
い
、
悩
み
の
相
談
等
、

ス
ト
レ
ス
発
散
の
中
で
生
み
出
す
身

体
と
心
の
健
康
法
で
、
平
均
年
齢
約

75
歳
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
会
員
一
同

頑
張
っ
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

本
番
で
は
、
４
曲
発
表
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
が
、
練
習
不
足
と
高
齢

者
の
ダ
ン
ス
は
ど
う
な
り
ま
す
か
、

ど
う
ぞ
応
援
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

佐
世
保
市
北
部
に
位
置
す
る
相
浦

地
区
で
活
動
す
る
﹁
竹
老
会
﹂
は
、

有
志
が
集
ま
り
、
郷
土
芸
能
を
継
承

し
て
お
り
ま
す
。

大
正
末
期
に
設
立
さ
れ
た
竹
辺
町

郷
土
芸
能
﹁
女
角
力
お
ど
り
﹂
は
、

町
の
行
事
、
そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト
等

に
出
演
し
、
盛
ん
に
活
動
し
て
お
り

ま
し
た
。

踊
り
で
使
用
す
る
化
粧
回
し
は
、

大
相
撲
で
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
と

同
等
で
あ
り
、
四
股
名
・
角
力
甚
句

等
も
独
特
で
、
地
名
や
屋
号
に
因
ん

で
つ
け
て
あ
り
ま
す
。

近
年
で
は
高
齢
化
が
進
み
、
後
継

者
不
足
と
な
り
休
会
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
永
い
間
復
活
の
目
途
が
立
た
ず

に
い
ま
し
た
と
こ
ろ
、
平
成
19
年
3

月
に
大
宮
姫
神
社
︵
町
内
管
理
︶
が

県
の
有
形
文
化
財
の
指
定
を
頂
き
、

そ
の
祝
賀
会
に
お
い
て
披
露
す
る
と

い
う
す
ば
ら
し
い
機
会
を
得
て
、
竹

辺
町
郷
土
芸
能
を
復
活
す
る
運
び
と

な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
先
輩
方
の
指
導
を
受
け

練
習
を
重
ね
、
町
の
イ
ベ
ン
ト
等
で
披

露
し
て
お
り
ま
す
が
、
な
に
せ
平
均
年

齢
74
歳
の
老
人
た
ち
の
こ
と
、
な
か
な

か
ス
ム
ー
ズ
に
は
行
き
ま
せ
ん
。

こ
の
度
の
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
長
崎

２
０
１
６
﹁
地
域
文
化
伝
承
館
﹂
出
演

に
向
け
て
、
一
生
懸
命
練
習
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

無
事
披
露
で
き
ま
す
よ
う
に
!!

佐
世
保
市

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

地域文化伝承館「出演」へ向けて

佐
世
保
市

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

竹 

老 

会会
長
　
田
中
　
定
利

桜
ヶ
丘
桜
寿
会

会
長
　
池
田
　
寿
美
子
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私
達
、
ま
な
び
野
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

は
、
毎
週
木
曜
日
、
メ
ン
バ
ー
で
も

あ
る
青
田
ミ
チ
子
さ
ん
の
指
導
の

下
、
66
歳
か
ら
86
歳
ま
で
仲
良
く
元

気
に
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

健
康
の
為
に
と
始
め
た
踊
り
で
、

ド
素
人
の
私
達
が
、﹁
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
﹂
に
参
加
で
き
る
な
ん
て
メ

ン
バ
ー
一
同
驚
き
と
嬉
し
さ
で
胸
が

い
っ
ぱ
い
で
す
。
一
生
に
一
度
あ
る

か
な
い
か
！
ほ
と
ん
ど
な
い
！
こ
の

晴
れ
の
舞
台
。
ま
す
ま
す
練
習
に
も

力
が
入
り
ま
す
。

覚
え
も
悪
く
、
直
ぐ
忘
れ
、
仕
上

が
り
に
は
ま
だ
ま
だ
で
す
が
、﹁
冥

途
の
土
産
に
バ
ッ
チ
リ
ね
！
﹂
と
会

話
も
弾
み
ま
す
。

日
毎
に
緊
張
も
増
し
、
時
折
不
安

も
顔
を
覗
か
せ
ま
す
が
、
全
員
が
明

る
く
元
気
で
本
番
の
日
を
迎
え
る
事

が
で
き
ま
す
よ
う
に
、
体
調
に
も
気

を
付
け
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
さ
を

伝
え
ら
れ
る
様
に
頑
張
り
ま
す
。

私
達
は
、
報
道
で
も
ご
存
じ
の
諫

早
湾
干
拓
の
お
膝
元
小
野
島
町
に
住

ん
で
い
ま
す
。
諫
早
平
野
は
、
遠
い

昔
か
ら
延
々
と
干
拓
を
繰
り
返
し
て

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
恩
恵

を
頂
い
た
干
拓
の
労
働
の
様
子
を
大

正
後
期
に
地
元
の
﹁
沢
村
セ
ツ
﹂
女

子
が
元
歌
を
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
編
曲

し
、
干
拓
地
独
特
な
板
鍬
を
持
つ

人
、
か
が
り
︵
藁
で
作
っ
た
担
い
か

ご
︶
を
持
つ
人
の
１
組
で
踊
る
、

﹁
新
地
節
﹂
が
完
成
し
ま
し
た
。
諫

早
湾
も
既
に
干
陸
化
し
、
今
日
大
き

く
発
展
し
変
貌
し
ま
し
た
が
、
幾
数

十
年
を
経
た
今
日
も
﹁
新
地
節
﹂
は

代
表
的
な
伝
承
芸
能
と
し
て
踊
り
継

が
れ
て
い
ま
す
。
干
拓
の
歴
史
と
と

も
に
愛
郷
の
思
い
が
込
め
ら
れ
た
こ

の
踊
り
を
、
私
達
は
地
元
の
公
民
館

で
足
腰
を
労
わ
り
な
が
ら
、
楽
し

く
、
元
気
に
頑
張
っ
て
お
稽
古
を
し

ま
し
た
。

長 

与 

町

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

地域文化伝承館「出演」へ向けて

ま
な
び
野
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

安
藤
　
江
津
子

諫 

早 

市

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

小
野
島
町「

福
徳
会
」女
性
部
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研
修
会
当
日
は
悪
天
候
で
し
た
が
、

市
町
老
連
会
長
及
び
関
係
者
51
名
が
参

加
し
、
県
老
連
評
議
員
会
及
び
地
域
文

化
伝
承
館
実
行
委
員
会
の
終
了
後
、
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

《
１
日
目
》

県
老
連 

島
中
会
長
の
開
催
挨
拶
の

後
、 

県
老
連
事
務
局
長
よ
り
﹁
長
崎
県

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
数
及
び
ク
ラ
ブ
の
推

移
﹂
及
び
平
成
28
年
度
の
主
な
行
事
、

老
人
ク
ラ
ブ
傷
害
賠
償
保
険
等
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

【
分
散
会
】（
グ
ル
ー
プ
協
議
）

　
テ
ー
マ

　
　「
会
員
増
強
に
つ
い
て
」
等

ま
ず
、
県
老
連
事
務
局
長
よ
り
分
散

会
及
び
全
体
会
の
進
め
方
の
説
明
が
あ

り
、
そ
の
後
、
10
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

協
議
・
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

《
協
議
・
意
見
交
換
の
主
な
内
容
》

◆
1
年
目
、
2
年
目
の
取
り
組
み
は

ど
う
だ
っ
た
か
。
目
標
達
成
の
た

め
に
行
動
し
た
こ
と
は
？

◆
成
功
事
例

◆
反
省
点

◆
今
後
の
取
り
組
み
の
活
動
目
標

《
２
日
目
》

【
行
政
説
明
】

長
崎
県
長
寿
社
会
課 

山
口
参
事
及

び
出
口
係
長
よ
り
、
高
齢
者
施
策
及
び

老
人
ク
ラ
ブ
関
係
補
助
金
並
び
に
長
崎

県
老
人
ク
ラ
ブ
研
修
費
補
助
金
等
に
つ

い
て
具
体
的
な
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

【
参
加
報
告
】

大
村
市
老
連 

前
田
滿
行
副
会
長
よ

り
第
33
回
老
人
ク
ラ
ブ
中
央
セ
ミ

ナ
ー
参
加
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

【
全
体
会
】（
分
散
会
報
告
・
討
議
）

・
自
治
会
役
員
会
、
民
生
委
員
会
等
に

出
向
い
て
協
力
を
要
請
し
た
。

・
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
積
極
的
に
紹

介
し
て
魅
力
を
伝
え
る
。

・
老
人
ク
ラ
ブ
の
な
い
地
域
を
訪
問
し

て
勧
誘
活
動
を
し
て
い
る
。

・
勧
誘
活
動
は
女
性
会
員
が
上
手
。

・
報
奨
金
制
度
を
行
っ
て
い
る
。

・
解
散
の
情
報
を
早
く
得
て
説
得
に
努

め
る
。

・
地
域
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
。

・
社
協
・
市
・
校
区
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
商
工

会
・
青
少
年
育
成
会
・
学
校
な
ど
関

係
機
関
と
の
交
流
で
老
人
ク
ラ
ブ
の

存
在
と
理
解
を
求
め
た
。

・
総
会
で
表
彰
す
る
。

・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
・
サ
ロ
ン
等
に
参
加
す
る
人
を
勧

誘
す
る
。

・
会
長
・
副
会
長
・
班
長
と
役
割
を
分

担
し
て
い
る
。

・
単
位
ク
ラ
ブ
に
自
治
会
長
や
民
生
委

員
が
い
る
と
こ
ろ
は
会
が
活
性
化
し

て
い
る
。

・
会
員
増
強
も
必
要
だ
が
、
休
会
ク
ラ

ブ
の
再
開
も
必
要
だ
。

・
地
域
に
マ
ッ
チ
し
た
魅
力
あ
る
ク
ラ

ブ
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

・
地
域
と
密
着
し
た
活
動
、
皆
か
ら
頼

ら
れ
る
、
愛
さ
れ
る
ク
ラ
ブ
づ
く
り
。

・
ク
ラ
ブ
会
員
も
高
齢
化
し
て
い
る
。

次
期
リ
ー
ダ
ー
は
早
め
に
育
て
る
。

・
Ｐ
Ｒ
活
動
を
す
る
。

・
後
継
者
を
育
て
引
継
ぎ
が
き
ち
ん
と

で
き
る
よ
う
努
め
る
。

・
単
位
ク
ラ
ブ
の
団
結
が
必
要
。

・
サ
ロ
ン
を
う
ま
く
活
用
す
る
。

※
今
後
の
取
り
組
み
に
参
考
に
な
る

様
々
な
意
見
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

市
町
老
連
会
長
研
修
会

平
成
28
年
度



辞
任
に
伴
う
副
委
員
長
選
任
の
後
、

平
成
28
年
度
県
老
連
事
業
計
画
と
会
員

増
強
運
動
に
つ
い
て
の
説
明
、
平
成
28

年
度
市
町
老
連
若
手
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

︵
８
月
31
日
〜
９
月
１
日
︶
で
の
企
画

及
び
運
営
と
若
手
委
員
会
の
組
織
化
に

つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

県
内
の
若
手
委
員
会
の
現
在
の
設
置

状
況
に
つ
い
て
事
務
局
及
び
中
野
委
員

長
か
ら
説
明
が
あ
り
、
関
連
し
て
出
席

者
か
ら
各
市
町
老
連
に
お
け
る
若
手
委

員
会
の
活
動
・
現
状
に
つ
い
て
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

報
告
等
を
踏
ま
え
、
若
手
委
員
会
の

必
要
性
、
若
手
勧
誘
の
重
要
性
の
再
認

識
を
含
め
、
若
手
組
織
の
設
置
に
向
け

た
今
後
の
活
動
等
に
つ
い
て
、
意
見
交

換
を
行
な
い
ま
し
た
。

ま
た
、
事
務
局
か
ら
10
月
に
県
内
で

開
催
さ
れ
る
﹁
第
29
回
全
国
健
康
福
祉

祭
な
が
さ
き
大
会
︵
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
︶﹂
の
地
域
文
化
伝
承
館
に
つ
い
て

の
説
明
と
現
状
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

委
員
長

中
野
　
勝
利
︵
諫
早
市
老
連
︶

副
委
員
長

近
藤
　
正
治
︵
南
島
原
市
老
連
︶

八
田
　
賢
一
︵
長
与
町
老
連
︶
新

委
　
　
員

加
納
　
省
司
︵
長
崎
市
老
連
︶

福
永
　
昭
夫
︵
佐
世
保
市
老
連
︶
新

岩
本
　
三
男
︵
島
原
市
老
連
︶

前
田
　
滿
行
︵
大
村
市
老
連
︶

北
村
　
誠
一
︵
平
戸
市
老
連
︶

青
木
　
掉
磨
︵
対
馬
市
老
連
︶

白
川
洋
一
朗
︵
壱
岐
市
老
連
︶
新

上
河
　
恵
賜
︵
五
島
市
老
連
︶

嵯
峨
　
　
章
︵
西
海
市
老
連
︶

冨
永
　
孝
司
︵
雲
仙
市
老
連
︶

坂
本
　
忠
良
︵
時
津
町
老
連
︶

川
原
　
　
悟
︵
東
彼
杵
町
老
連
︶

一
瀬
　
義
美
︵
川
棚
町
老
連
︶

笹
川
　
行
雄
︵
波
佐
見
町
老
連
︶

竹
元
　
　
隆
︵
小
値
賀
町
老
連
︶
新

原
　
　
嘉
登
︵
佐
々
町
老
連
︶

荒
木
　
宏
匡
︵
新
上
五
島
町
老
連
︶

平
成
28
年
度
県
老
連
事
業
計
画
の
説

明
、﹁
都
道
府
県
・
指
定
都
市
老
連
女

性
代
表
者
会
議
﹂
の
参
加
報
告
後
、
平

成
28
年
度
市
町
老
連
女
性
リ
ー
ダ
ー
研

修
会
︵
８
月
25
日
〜
26
日
︶
で
の
企
画

及
び
運
営
に
つ
い
て
の
協
議
を
行
い
ま

し
た
。
　

ま
た
、
事
務
局
か
ら
﹁
1
0
0
万
人

会
員
増
強
運
動
﹂
に
関
連
す
る
県
及
び

各
市
町
の
会
員
数
等
の
推
移
と
女
性
部

会
の
重
要
性
、
10
月
に
開
催
さ
れ
る

﹁
第
29
回
全
国
健
康
福
祉
祭
な
が
さ
き

大
会
︵
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
︶﹂
の
地
域

文
化
伝
承
館
に
つ
い
て
の
説
明
及
び
、

来
場
者
に
配

布
す
る
記
念

品
の
現
状
と

８
月
の
研
修

会
で
の
記
念

品
の
最
終
作

業
に
つ
い
て

の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

部
会
長

寺
田  

道
子
　︵
南
島
原
市
老
連
︶

副
部
会
長

道
下
　
　
敦
　︵
新
上
五
島
町
老
連
︶

川
口
ア
キ
ヨ
　︵
長
崎
市
老
連
︶

部
会
員

田
坂
　
弘
子
　︵
佐
世
保
市
老
連
︶

船
戸
　
澄
子
　︵
島
原
市
老
連
︶
新

髙
以
来
眞
須
美
︵
諫
早
市
老
連
︶

野
口
喜
美
子
　︵
大
村
市
老
連
︶

末
永
フ
サ
エ
　︵
平
戸
市
老
連
︶

瀬
川
　
洋
子
　︵
松
浦
市
老
連
︶

江
嶋
　
慶
子
　︵
対
馬
市
老
連
︶

井
戸
川
哲
子
　︵
壱
岐
市
老
連
︶

久
保
智
恵
子
　︵
五
島
市
老
連
︶

岩
本
ゆ
か
り
　︵
西
海
市
老
連
︶

三
原
　
龍
子
　︵
雲
仙
市
老
連
︶

井
手
　
則
子
　︵
長
与
町
老
連
︶
新

中
山
　
明
美
　︵
時
津
町
老
連
︶

田
﨑
　
光
代
　︵
東
彼
杵
町
老
連
︶

森
　
　
紘
子
　︵
川
棚
町
老
連
︶

村
川
ケ
イ
子
　︵
波
佐
見
町
老
連
︶
新

松
尾
　
紀
子
　︵
小
値
賀
町
老
連
︶
新

馬
場
マ
チ
子
　︵
佐
々
町
老
連
︶

● 

平
成
28
年
５
月
20
日
（
金
）　

● 

県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

● 

平
成
28
年
５
月
27
日
（
金
）　

● 

県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

10

若
手
委
員
会
開
催

女
性
部
会
開
催

平
成
28
年
度
若
手
委
員
会

平
成
28
年
度
女
性
部
会



長
崎
県
福
祉
保
健
部
　
長
寿
社
会
課

11

会
員
の
皆
様
に
は
、
益
々
ご
清
祥
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
、
生
き
が
い

を
高
め
、
健
康
づ
く
り
を
進
め
る
活
動

の
推
進
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
は

じ
め
と
し
た
地
域
を
豊
か
に
す
る
各
種

活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

こ
と
に
対
し
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
県
で
は
全
国
よ
り
早
い

ペ
ー
ス
で
高
齢
化
が
進
行
し
て
お
り
、

九
年
後
の
平
成
三
十
七
年
に
は
、
県
民

の
三
人
に
一
人
が
高
齢
者
に
な
る
と
予

測
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、

県
に
お
い
て
は
、
高
齢
者
の
方
々
が

﹁
自
ら
の
知
識
・
技
能
を
活
か
し
て
、

生
き
生
き
と
活
躍
で
き
る
社
会
﹂、
ま

た
、﹁
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
社
会
﹂
を
目
指
し
て
、
様
々

な
施
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
施
策
の
中
か
ら
、
特
に
老

人
ク
ラ
ブ
活
動
に
関
わ
り
の
深
い
、
生

き
が
い
対
策
と
在
宅
福
祉
対
策
に
つ
い

て
、
平
成
二
十
八
年
度
の
主
な
事
業
と

予
算
額
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
県
す
こ
や

か
長
寿
財
団
及
び
市
町
と
の
密
接
な
連

携
の
も
と
、
地
域
社
会
へ
の
積
極
的
な

参
加
や
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
な
ど

を
通
し
た
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
に

向
け
た
諸
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
主
な
計
上
事
業
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

①
　
老
人
ク
ラ
ブ
が
行
う
各
種
の
活

動
、
市
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
や

県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
行
う
活

動
促
進
へ
の
取
組
や
県
老
人
ク
ラ

ブ
大
会
開
催
等
へ
の
助
成
　
　
　

６
’９
１
８
万
円

②
　
老
人
ク
ラ
ブ
が
研
修
の
た
め
の
旅

行
に
要
し
た
経
費
へ
の
助
成

　
　
４
０
０
万
円

③
　
高
齢
者
の
社
会
活
動
の
普
及
・
啓

発
、
県
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
な
ど
ス

ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
、
す
こ
や
か

長
寿
大
学
校
の
運
営
へ
の
助
成
　

６
’９
７
４
万
円

高
齢
者
の
方
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
て
い
く
た
め
に

必
要
な
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
に
向
け
て
、
介
護
予
防
を
一
層
推
進

す
る
と
と
も
に
、
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
を
図
る
た
め
、
市
町
が
実
施
す

る
地
域
支
援
事
業
を
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン

タ
ー
の
整
備
や
医
療
従
事
者
向
け
の
研

修
の
実
施
な
ど
、
増
加
す
る
認
知
症
高

齢
者
対
策
の
充
実
を
図
る
ほ
か
、
在
宅

医
療
・
介
護
の
連
携
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
主
な
計
上
事
業

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
　
地
域
支
援
事
業
交
付
金
等

５
億
９
’３
０
４
万
円

②
　
介
護
実
習
・
普
及
セ
ン
タ
ー
運
営

事
業
　
　 

　
　
１
’９
０
１
万
円

③
　
認
知
症
施
策
等
総
合
支
援
事
業

２
’４
８
６
万
円

④
　
認
知
症
ケ
ア
人
材
育
成
研
修
事
業

８
８
８
万
円

⑤
　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
人
材
育

成
・
資
質
向
上
事
業１

’７
０
０
万
円

⑥ 

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

７
’３
５
７
万
円

⑦
　
多
重
的
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　
総
合
対
策
事
業
　
　
３
１
５
万
円 

さ
て
、
い
よ
い
よ
来
る
十
月
に
は
、

第
二
十
九
回
全
国
健
康
福
祉
祭
﹁
ね
ん

り
ん
ピ
ッ
ク
長
崎
２
０
１
６
﹂
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
大
会
期
間
中
は
、
観
客
の

皆
様
を
含
め
延
べ
約
五
十
万
人
と
い

う
、
大
変
多
く
の
方
々
の
参
加
が
見
込

ま
れ
て
お
り
ま
す
。
ご
来
県
さ
れ
た

方
々
を
お
も
て
な
し
の
心
で
お
迎
え

し
、
参
加
さ
れ
た
方
々
の
心
に
残
る
よ

う
な
す
ば
ら
し
い
大
会
に
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

県
に
お
き
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
市
町

及
び
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
高
齢
者
施
策
を
総
合
的
に
展

開
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、

皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
併
せ
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
28
年
度
の
長
崎
県

高
齢
者
施
策
に
つ
い
て

1
．
生
き
が
い
対
策

2
．
在
宅
福
祉
対
策



長
崎
市
老
連
女
性
部
長

川
口
　
ア
キ
ヨ

（
筆
者
）

松
浦
市
老
連
女
性
部
長

瀬
川
　
　
洋
子

12

平
成
28
年
１
月
13
日
、
14
日
東
京

都
新
霞
が
関
ビ
ル
・
全
国
社
会
福
祉

協
議
会
に
於
い
て
、
全
国
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
主
催
の
﹁
在
宅
福
祉
を
支
え

る
友
愛
活
動
セ
ミ
ナ
ー
﹂
が
開
催
さ

れ
、
長
崎
県
か
ら
松
浦
市
老
連
の
瀬

川
さ
ん
と
２
名
出
席
し
ま
し
た
。

冒
頭
、
厚
生
労
働
省
老
健
局
振
興

課
課
長
補
佐 

稲
葉
好
晴
氏
に
よ
り
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向

け
た
介
護
予
防
、
生
活
支
援
の
充
実

に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

40
歳
以
上
の
生
産
年
齢
人
口
の
減

少
と
高
齢
者
数
の
増
大
は
、
生
活
支

援
ニ
ー
ズ
の
拡
大
と
介
護
支
援
人
材

の
不
足
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
、
要
介
護
者
の
生
活
支
援
の

担
い
手
と
し
て
元
気
高
齢
者
を
含
む

住
民
主
体
の
社
会
参
加
活
動
が
求
め

ら
れ
、
こ
の
様
な
社
会
構
造
の
中
で

国
は
、
介
護
保
険
制
度
の
改
正
を

行
っ
た
と
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

■
老
人
ク
ラ
ブ
の
友
愛
活
動
が
今

後
の
新
地
域
支
援
事
業
に
参
画
す
る

こ
と
を
期
待
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま

し
た
。

次
の
活
動
報
告
で
は
、
京
都
市
伏

見
区
二
ノ
丸
老
人
ク
ラ
ブ
会
長 

北
川

眞
次
氏
よ
り
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

◆
昭
和
52
年
に
入
居
が
開
始
さ
れ

た
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
は
８
棟
の
集
合

住
宅
に
１,
１
０
０
世
帯
が
生
活
し
て

い
る
。

現
在
、
ク
ラ
ブ
会
員
数
は
95
名
、

平
成
21
年
に
元
植
栽
職
人
、
元
電
気

屋
並
び
に
女
性
達
が
発
起
人
と
な
り

﹁
す
こ
や
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
﹂
を
立
ち

上
げ
、
電
球
の
取
替
、
洗
濯
掃
除
や

布
団
干
し
等
の
家
事
手
伝
い
支
え
合

い
活
動
を
始
め
る
。

平
成
25
年
、
団
地
の
中
で
の
一
人

暮
ら
し
の
話
し
、
認
知
症
の
高
齢
者

を
持
っ
た
家
族
の
話
し
、
高
齢
者
の

孤
独
死
の
話
し
な
ど
の
話
題
が
数
多

く
語
ら
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
友

愛
活
動
を
開
始
す
る
。

市
指
定
の
ゴ
ミ
袋
を
お
土
産
に
訪

問
し
、
話
し
相
手
と
し
て
の
安
否
確

認
、
閉
じ
こ
も
り
防
止
の
活
動
を
行

い
、
ま
た
電
球
取
替
等
の
高
所
作
業

依
頼
は
﹁
す
こ
や
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
﹂
と
連
携
し
友
愛
活
動
を
行
っ
て

い
る
。

会
員
が
居
住
す
る
団
地
内
に
は
喫

茶
店
も
な
く
、
住
民
同
士
で
顔
を
合

わ
せ
る
機
会
が
少
な
い
。

こ
の
た
め
住
民
が
知
り
合
っ
て
交

流
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
﹁
ふ
れ

あ
い
喫
茶
﹂
を
立
ち
上
げ
、
そ
こ
で

暮
ら
し
の
支
え
合
い
活
動
を
行
っ
て

い
る
。

続
い
て
、
北
海
道
網
走
市
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
会
長 

磯
江
良
三
氏
よ
り

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
し
て
の
活
動

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

◆
平
成
26
〜
27
年
北
海
道
老
連
の

﹁
高
齢
者
相
互
支
援
モ
デ
ル
﹂
指
定
を

契
機
に
﹁
友
愛
会
員
﹂
を
制
定
し
在

宅
福
祉
を
支
え
る
友
愛
活
動
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

﹁
友
愛
会
員
﹂
と
は
、
会
員
同
士
の

助
け
合
い
の
中
心
と
し
て
活
動
す
る

人
で
、
市
老
連
設
定
の
﹁
普
通
救
命

講
習
﹂、﹁
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
﹂
並
び
に
﹁
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講

座
﹂
を
受
講
し
た
後
、
市
老
連
会
長

よ
り
﹁
認
定
書
﹂
を
授
与
さ
れ
た
会

員
の
こ
と
で
す
。

主
な
活
動
は
、
訪
問
に
よ
る
安
否

確
認
、
閉
じ
こ
も
り
の
防
止
、
悩
み

ご
と
の
相
談
等
、
出
来
る
こ
と
は
積

極
的
に
取
組
む
。

﹁
助
け
ら
れ
る
高
齢
者
か
ら
助
け
合

う
高
齢
者
へ
﹂
に
変
わ
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
る
。

■
新
し
い
形
で
、
老
人
ク
ラ
ブ
の

友
愛
活
動
を
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る

と
感
じ
た
次
第
で
す
。

第
21
回 

「
在
宅
福
祉
を

支
え
る
友
愛
活
動
セ
ミ
ナ
ー
」

　
　
　
　
　
　 

に
参
加
し
て



長
与
町
老
連

三
井
　
　
朝
松

（
筆
者
）

平
戸
市
老
連

北
村
　
　
誠
一

平
成
28
年
２
月
24
日
︵
水
︶〜 

26

日
︵
金
︶
神
奈
川
県
葉
山
町
の
中
央

学
院
﹁
ロ
フ
ォ
ス
湘
南
﹂
で
全
国
よ

り
58
名
の
参
加
で
開
催
さ
れ
、
長
崎

県
か
ら
平
戸
市
老
連
の
北
村
誠
一
さ

ん
と
２
名
参
加
し
ま
し
た
。

基
礎
講
座

「
介
護
予
防
と
老
人
ク
ラ
ブ
」

　
国
際
医
療
福
祉
大
学
大
学
院 

　
　
　
　
　
竹
内
　
孝
仁
　
教
授

﹁
老
人
ク
ラ
ブ
に
期
待
す
る
３
つ
の

役
割
に
つ
い
て
﹂

第
一
の
役
割
　
自
分
が
寝
た
き

り
・
認
知
症
に
な
ら
な
い
。

第
二
の
役
割
　
老
人
ク
ラ
ブ
の
仲
間

を
寝
た
き
り
・
認
知
症
に
し
な
い
。

第
三
の
役
割  

地
域
の
高
齢
者
︵
非
会

員
︶
を
寝
た
き
り
・
認
知
症
に
し
な
い
。

認
知
症
に
な
ら
な
い
よ
う
仲
間
同

志
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
お
互
い
に
気

遣
い
、
気
配
り
あ
う
こ
と
が
大
事

で
、
特
に
体
調
管
理
と
水
を
１
日
に

１
５
０
０
㎖
以
上
飲
む
。
食
事
で
１

日
に
１
５
０
０
カ
ロ
リ
ー
の
栄
養
を

取
る
。
便
秘
の
解
消
。
運
動
は
１
日

30
分
の
散
歩
・
運
動
を
す
る
こ
と
で

認
知
症
予
防
と
認
知
症
の
回
復
等
の

効
果
が
あ
げ
ら
れ
る
。

専
門
講
座

①「
医
療
」

上
手
な
医
療
の
受
け
方
に
つ
い
て

　
　
　
日
本
医
師
会

　
　
　
　
　
今
村
　
聡
　
副
会
長

日
本
の
医
療
の
特
徴
は
、
誰
も
が

必
要
な
時
に
必
要
な
医
療
を
受
け
、

誰
も
が
自
由
に
医
療
機
関
を
選
ぶ
こ

と
が
出
来
る
こ
と
か
ら
、
身
近
な
地
域

に
あ
る
、
何
で
も
相
談
出
来
る
か
か
り

つ
け
の
医
師
を
持
つ
こ
と
。
さ
ら
に
健

康
診
断
は
必
ず
受
診
し
、
病
気
の
早
期

発
見
と
予
防
が
大
事
で
す
。

　
　専

門
講
座

②「
運
動
」

高
齢
期
の
運
動
に
よ
る
　

　
健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防

　
　
　
順
天
堂
大
学
　

　
　
　
　
武
井
　
正
子
　
名
誉
教
授

運
動
と
は
、
筋
肉
と
骨
と
の
共
同

作
業
。
抗
重
力
筋
・
脳
・
神
経
は
、

運
動
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
。

日
常
的
に
体
を
動
か
す
こ
と
で
抗

重
力
筋
を
維
持
す
る
こ
と
が
大
事
。

体
を
衰
え
さ
せ
な
い
よ
う
動
か
す

こ
と
で
脳
の
活
性
化
を
う
な
が
す
。

講
話
後
、
実
技
で
実
際
に
体
を
動

か
し
、
１
つ
１
つ
の
動
作
の
中
で
筋

肉
の
動
き
を
確
認
し
な
が
ら
、
立
っ

て
の
動
き
、
座
っ
た
状
態
や
タ
オ
ル

を
使
っ
て
の
体
操
等
で
楽
し
く
体
を

動
か
し
汗
を
流
し
た
。

③「
事
故
防
止
」

高
齢
者
に
多
い
事
故
と
そ
の
予
防

　
東
京
消
防
庁 

生
活
安
全
担
当

　
　
　
　
　
田
中
　
富
也
　
係
長

高
齢
者
の
事
故
の
特
徴
と
し
て
、

転
ぶ
事
故
が
多
く
、
室
内
で
多
く
発

生
し
て
い
る
。

ま
た
、
食
事
中
の
窒
息
・
誤
飲
等

も
多
く
、
食
事
は
ゆ
っ
く
り
噛
ん
で

飲
み
込
む
、
肉
や
餅
な
ど
は
小
さ
く

切
っ
て
食
べ
る
よ
う
周
囲
の
気
遣
い

も
必
要
。

④「
薬
」

高
齢
者
の
た
め
の
知
識

　
　
日
本
薬
剤
師
会

　
　
　
　
藤
原
　
英
憲
　
常
務
理
事

薬
の
使
い
方
に
は
決
ま
り
が
あ

り
、
飲
み
方
を
間
違
え
る
と
薬
の
効

果
が
表
れ
な
い
。

医
療
用
医
薬
品
の
分
類
と
保
管
に

注
意
し
、
複
数
の
病
院
を
受
診
し
て

い
る
場
合
は
、
お
薬
手
帳
を
持
参
し

提
示
す
る
。

⑤「
歯
・
口
腔
」

歯
・
口
腔
の
健
康
管
理
に
つ
い
て

　 

日
本
歯
科
医
師
会
　
細
野
　
純

歯
周
病
は
万
病
の
も
と
。
毎
日
、

歯
、
口
腔
の
セ
ル
フ
ケ
ア
を
し
っ
か
り

行
う
こ
と
で
健
康
寿
命
を
の
ば
す
。

専
門
講
座

⑥「
栄
養
」

高
齢
期
の
食
生
活
の
あ
り
方

　
　
　
日
本
栄
養
士
会

　
　
　
　
　
迫
　
和
子
　
専
務
理
事

１
日
３
食
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る

︵
主
食
・
主
菜
・
副
菜
︶

今
後
ま
す
ま
す
高
齢
化
が
進
む
中

で
健
康
で
長
生
き
す
る
為
に
は
、
ま

ず
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
こ
と

が
１
番
大
切
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
に
於
い
て
改
め

て
健
康
で
い
ら
れ
る
こ
と
を
実
感
す

る
と
と
も
に
、
会
員
・
地
域
の
高
齢

者
の
健
康
づ
く
り
と
介
護
予
防
に
ど

れ
だ
け
取
り
組
ん
で
い
け
る
か
、
何

が
出
来
る
か
を
考
え
、
関
係
者
、
関

係
機
関
と
相
談
し
な
が
ら
努
力
し
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

13

〜
地
域
に
健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防

　
　
　
　
　
の
輪
を
広
げ
よ
う
！
〜

《
1
日
目
》

《
2
日
目
》

《
3
日
目
》

第
13
期 

「
健
康
づ
く
り

　  
中
央
セ
ミ
ナ
ー
」に

　
　
　
　
　
参
加
し
て



五
島
市
老
連

清
島
　
　
康
平

（
筆
者
）

波
佐
見
町
老
連
会
長

小
林
　
　
正
男

14

今
年
の
中
央
セ
ミ
ナ
ー
は
、
平
成

28
年
6
月
２
日
︵
木
︶〜
３
日
︵
金
︶、

東
京
﹁
新
霞
が
関
ビ
ル
﹂
で
85
人
が

参
加
、
長
崎
県
か
ら
波
佐
見
町
老
連

の
小
林
会
長
と
２
名
参
加
し
ま
し
た
。

厚
生
労
働
省
の
説
明
で
は
、
老
健

局
振
興
課 

愛
甲
健 

課
長
補
佐
よ
り
介

護
保
険
制
度
を
め
ぐ
る
施
策
の
動
向

に
つ
い
て
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

①
今
後
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が

２
０
４
４
年
に
は
ピ
ー
ク
を
迎

え
る
。

②
認
知
症
の
高
齢
者
が
増
加
し
て

い
く
。

③
世
帯
主
が
65
歳
以
上
の
単
独
世

帯
や
夫
婦
の
み
の
世
帯
が
増
え

て
い
く
。

④
75
歳
以
上
の
人
口
は
、
都
市
部

で
も
急
激
に
増
加
し
、
も
と
も

と
高
齢
者
人
口
の
多
い
地
方
で

も
緩
や
か
に
増
加
す
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
医
療
と

介
護
の
両
方
を
必
要
と
す
る
高
齢
者

が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続

け
る
こ
と
が
出
来
る
社
会
を
目
指
そ

う
と
結
び
ま
し
た
。

基
調
報
告
で
は
、
全
老
連
の
齋
藤 

常
務
理
事
が
冒
頭
、
熊
本
地
震
災
害

に
つ
い
て
救
援
拠
金
へ
の
協
力
を
訴

え
ま
し
た
。

老
人
ク
ラ
ブ
１
０
０
万
人
会
員
増

強
運
動
に
つ
い
て
は
、
全
国
で
19
万

人
増
の
目
標
が
、
17
万
人
の
減
少
。

会
員
が
増
加
し
た
ポ
イ
ン
ト
は
、

①
声
か
け
、
戸
別
訪
問

②
活
動
に
よ
る
勧
誘
、
新
行
事
の

実
施

③
ク
ラ
ブ
新
設
、
解
散
防
止

④
広
報
・
Ｐ
Ｒ
活
動

⑤
自
治
会
の
協
力
、
連
携

で
、
特
別
な
こ
と
で
は
な
く
地
道
な

活
動
が
増
加
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
、

①
単
位
ク
ラ
ブ
は
、
ま
ず
は
あ
と

一
人
の
加
入
増
を
！

②
解
散
ク
ラ
ブ
の
防
止
を
！

③
未
結
成
地
域
に
新
規
ク
ラ
ブ
の

立
ち
上
げ
！

を
実
行
し
よ
う
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
新
地
域
支
援
事
業
に
む
け

て
の
行
動
提
案
が
あ
り
、
老
人
ク
ラ

ブ
は
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
友
愛

活
動
・
健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
活

動
の
経
験
を
生
か
し
て
、
市
町
村
が

行
う
新
地
域
支
援
事
業
︵
新
し
い
介

護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事

業
︶
に
地
域
住
民
と
共
に
参
画
し
よ

う
と
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　事
例
発
表
で
は
、

①﹁
友
愛
活
動
で
新
地
域
支
援
事
業
へ

の
参
画
を
め
ざ
す
﹂
と
題
し
て
、

さ
い
た
ま
市
老
連
の
取
り
組
み
の

発
表

②﹁
自
治
会
の
協
力
を
得
て
新
設
ク
ラ

ブ
の
立
ち
上
げ
﹂
と
題
し
て
、
岐

阜
県
大
垣
市
老
連
の
発
表

が
あ
り
ま
し
た
。

講
演
は
、
東
京
荒
川
区
の
社
協
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
課
の
鈴
木
訪
子
さ
ん

が
﹁
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
取
り

組
む
見
守
り
・
支
え
合
い
﹂
と
題
し

て
、
ふ
れ
あ
い
絆
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン

活
動
の
大
切
さ
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
新
地
域

支
援
事
業
の
取
り
組
み
が
老
人
ク
ラ

ブ
の
行
動
テ
ー
マ
と
な
り
、
わ
れ
わ

れ
地
域
の
取
り
組
み
の
弱
さ
を
実
感

し
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
で
学
ん
だ
こ

と
を
今
後
の
活
動
に
生
か
し
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

「
第
34
回
老
人
ク
ラ
ブ

リ
ー
ダ
ー
中
央
セ
ミ
ナ
ー
」

に
参
加
し
て



会
　
　
　
長
　
小
谷
　
富
敏

若
手
委
員
長
　
中
野
　
勝
利

諌
早
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
特
色
あ
る
活
動

〜
諸
団
体
と
の
連
携

諌
早
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
︵
会
員

約
８，
０
０
０
人
︶
も
現
在
に
至
る
ま

で
全
国
三
大
運
動
を
中
心
に
様
々
な

活
動
を
推
進
し
て
い
る
が
、
地
域
の

諸
団
体
等
と
の
連
携
を
強
化
し
、
歴

史
伝
承
・
世
代
交
流
活
動
や
地
域
貢

献
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
目

的
は
若
手
高
齢
者
へ
の
ク
ラ
ブ
活
動

Ｐ
Ｒ
、
地
域
に
根
差
し
た
歴
史
文
化

的
活
動
や
地
域
資
源
の
開
発
で
す
。

〜
中
学
生
へ
の
戦
争
・
被
爆
体
験
継

承
活
動

長
崎
は
被
爆
県
で
す
。
老
人
ク
ラ

ブ
が
被
爆
・
戦
争
な
ど
様
々
な
体
験

を
伝
え
、
戦
争
や
核
の
悲
惨
さ
、
平

和
の
尊
さ
を
次
世
代
に
語
り
継
ぐ
こ

と
は
極
め
て
大
切
で
す
。

昨
年
は
初
め
て
﹁
被
爆
・
戦
争
体

験
を
語
り
継
ぐ
﹂
平
和
集
会
を
開
催

し
た
が
、
今
後
は
若
い
次
世
代
へ
の

継
承
を
重
視
し
、
地
区
老
人
ク
ラ
ブ

が
中
心
と
な
り
、
試
み
と
し
て
中
学

校
と
連
携
し
平
和
学
習
に
参
画
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
諫

早
市
立
西
諫
早
中
学
校
を
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

中
学
校
の
﹁
平
和
学
習
会
﹂
に
参

加
し
、
老
人
ク
ラ
ブ
は
、
戦
争
体
験

手
記
﹁
子
供
た
ち
だ
け
の
引
き
揚

げ
﹂
の
朗
読
や
歌
﹃
折
り
鶴
﹄﹃
青
い

空
は
﹄
を
中
学
生
と
一
緒
に
合
唱
す

る
予
定
で
す
。

今
後
は
他
の
中
学
校
平
和
学
習
へ

の
参
加
を
広
げ
ま
す
。

平
成
28
年
３
月
に
諫
早
市
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
編
集
の
﹃
戦
後
70
年
を

振
り
返
っ
て
〜
次
世
代
へ
の
伝
言
﹄

を
発
行
。

〜
大
学
生
と
の
世
代
交
流
活
動

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
等
社

会
参
加
活
動
の
一
環
と
し
て
、
長
崎

ウ
エ
ス
レ
ヤ
ン
大
学
現
代
社
会
学
部

１
年
生
と
の
世
代
交
流
を
図
り
、
高

齢
化
社
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
が
抱
え
る

問
題
等
、
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
高

齢
者
と
の
共
生
、
平
和
等
に
つ
い
て

共
に
考
え
、
語
り
合
い
ま
し
た
。

・
被
爆
・
戦
争
体
験
講
話
︵
会
員
︶

・

講
義
︵
会
員
︶
﹁
高
齢
化
社
会
に
お

け
る
老
人
ク
ラ
ブ
の
役
割
﹂

・

班
別
で
老
人
ク
ラ
ブ
と
学
生
と
の

意
見
交
換

・
各
班
の
発
表
。

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
が
23
名
と
学
生

約
70
人
が
講
義
に
参
加
し
、
熱
心
に

意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。
学
生
に
も

好
評
で
あ
り
、
大
学
の
先
生
方
か
ら

も
今
後
と
も
継
続
し
た
い
と
い
う
強

い
意
向
が
あ
り
ま
し
た
。

〜
地
域
貢
献
活
動

角
膜
移
植
に
関
す
る
啓
発
活
動
や

角
膜
提
供
登
録 

に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト

を
し
て
、
ア
イ
バ
ン
ク
運
動
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

15

１
　
中
学
校
と
の
連
携

諫
早
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

2
　
第
3
回
長
崎
ウ
エ
ス
レ
ヤ
ン

　
　
大
学
と
の
連
携
講
義

3
　
地
元
の
ア
イ
バ
ン
ク
協
会
及
び

　
　
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
の
連
携

被爆：戦争体験をかたり継ぐ
　　　　　諫早文化会館中ホール　　平成27年8月8日

市
町
老
連
紹
介
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市町名

長崎市

佐世保市

島原市

諫早市

大村市

平戸市

松浦市

対馬市

壱岐市

五島市

西海市

雲仙市

南島原市

長与町

時津町

東彼杵町

川棚町

波佐見町

小値賀町

佐々町

新上五島町

県　計

322

258

73

125

67

62

36

102

95

98

84

104

171

32

18

21

27

22

20

8

55

1,800

314

250

73

122

66

62

35

102

93

96

79

103

169

32

18

21

27

22

20

8

56

1,768

4

1

1

2

1

1

2

2

2

16

△12

△9

△3

△2

△1

△2

△3

△2

△6

△3

△4

△1

△48

△8

△8

△3

△1

△1

0

△2

△2

△5

△1

△2

1

△32

17,432

14,439

3,290

8,541

3,698

3,149

1,656

3,746

6,213

4,565

4,512

4,558

7,614

1,741

1,262

1,874

1,664

2,646

1,119

409

2,771

96,899

17,070

13,995

3,222

8,167

3,563

3,153

1,577

3,651

6,112

4,436

4,346

4,486

7,344

1,685

1,250

1,851

1,566

2,615

1,132

425

2,710

94,356

△362

△444

△68

△374

△135

4

△79

△95

△101

△129

△166

△72

△270

△56

△12

△23

△98

△31

13

16

△61

△2,543

54

56

44

67

54

51

45

36

66

46

55

44

43

53

69

88

58

119

57

53

48

53

158,632

93,036

18,454

48,161

27,632

14,707

9,885

13,426

11,726

17,202

12,649

17,698

20,936

12,755

8,855

3,567

5,268

5,547

1,469

4,531

9,215

515,351

10.8

15.0

17.5

17.0

12.9

21.4

16.0

27.2

52.1

25.8

34.4

25.3

35.1

13.2

14.1

51.9

29.7

47.1

77.1

9.4

29.4

18.3

単位クラブ数 クラブ数増減 会員数 1クラブ

あたり

会員数

H27.10.1現在

60歳以上人口

加入率

％
27年 28年 増加 27年 28年 増減減少 差引

市町老連別老人クラブ ・ 会員数の状況
Ｈ28．6．1 現在

H28．  6．  1
× 100加入率 ＝

会　　員　　数

H27．10．  1 60歳以上人口
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長崎県老人クラブ連合会指定の宿泊施設
（期間）平成28年6月～平成29年5月
長崎県老人クラブ連合会指定の宿泊施設です。

単位クラブ等の旅行・研修・会議等に是非ご利用下さい。

※詳細につきましては、直接施設へお問い合わせ下さい。

0957-73-3338

0957-73-3206

0957-74-9131

0957-73-3273

0957-73-3211

0957-74-2121

0957-62-5111

0957-62-3111

0957-64-2000

0957-72-5420

0957-86-3030

095-893-1133

0957-32-2902

0950-57-1110

0943-77-3181

0943-77-2148

0943-77-2188

0954-43-3238

0954-42-0210

0954-43-0170

0954-43-0153

096-274-7201

0968-48-3141

0973-57-2370

〒854-0621

〒854-0621

〒854-0501

〒854-0621

〒854-0621

〒854-0514

〒855-0802

〒855-0864

〒855-0862

〒859-1501

〒859-2502

〒851-0505

〒859-0125

〒859-4826

〒839-1405

〒839-1405

〒839-1405

〒843-0304

〒843-0301

〒843-0301

〒843-0301

〒861-0112

〒861-0423

〒879-4203

雲仙市小浜町雲仙318

雲仙市小浜町雲仙380

雲仙市小浜町諏訪の池

雲仙市小浜町雲仙500-1

雲仙市小浜町雲仙320

雲仙市小浜町北本町905

島原市弁天町2丁目7331-1

島原市秩父が浦町丁3552-53

島原市新湊１丁目38番１

南島原市深江町甲5292-2

南島原市口之津町甲字白浜2829-1

長崎市野母町692-1

諫早市高来町善住寺1080

平戸市田平町野田免210-6

うきは市浮羽町古川1096-1

うきは市浮羽町古川1099-10

うきは市浮羽町古川1099-3

嬉野市嬉野町岩屋川内甲340-1

嬉野市嬉野町大字下宿乙738

嬉野市嬉野町大字下宿乙730-5

嬉野市嬉野町大字下宿乙855-2

熊本市植木町田底6

山鹿市菊鹿町池永177

日田市天瀬町湯山1137

名湯の宿　雲仙いわき旅館

雲仙温泉　有明ホテル

休暇村　雲仙

国民宿舎　青雲荘

雲仙 富貴屋

伊勢屋旅館

島原温泉　ホテル南風楼

東洋九十九ベイホテル

シーサイド島原

雲仙　みかどホテル　本館

しらはまビーチホテル

Aleｇa 軍艦島

いこいの村　長崎

平戸たびら温泉　サムソンホテル

リバーサイド　つるき荘

筑後川温泉　桑之屋

清乃屋

旅館　初音荘

和多屋別荘

ホテル光陽閣

松園

荒木観光ホテル

菊鹿温泉旅館　花富亭

あまがせ温泉　天龍荘

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

指定宿泊施設名県　名

長崎県

住　　所 電　話

福岡県

佐賀県

新

熊本県

大分県

平成28年6月1日現在
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平
成
28
年
8
月
1
日
発
行

発
　
行
　︵
公
財
︶
長
崎
県
老
人
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
連
合
会

　
　
　
　
長
崎
市
茂
里
町
3
︱

24
　

　
　
　
　
☎
０
９
５
︱
８
４
６
︱
５
０
０
０

発
行
人
　
島
　
中
　
英
　
安

編
集
人
　
本
　
田
　
哲
　
朗

印
　
刷
　
平
和
堂
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷

第
44
号

㈲

昨
年
10
月
、
山
口
県
老
連
か
ら﹁
伝
承
館
旗
﹂

を
引
き
継
い
で
か
ら
10
カ
月
。
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
長
崎
２
０
１
６
の
開
幕
ま
で
あ
と
約
２
カ

月
と
な
り
ま
し
た
。
全
老
連
と
長
崎
県
老
連
が

主
管
・
運
営
す
る
地
域
文
化
伝
承
館
の
展
示

内
容
や
出
演
演
目
も
決
ま
り
、
参
加
さ
れ
る
皆

さ
ん
は
最
後
の
仕
上
げ
や
練
習
に
取
り
組
ん

で
お
ら
れ
る
よ
う
で
す
。

前
号
の
創
立
50
周
年
記
念
特
集
に
続
き
、
今

回
も
伝
承
館
特
集
で
い
つ
も
よ
り
４
ペ
ー
ジ

多
く
、
１
か
月
遅
れ
た
発
行
と
な
り
ま
し
た
。

練
習
風
景
な
ど
の
写
真
を
掲
載
し
ま
し
た
の

で
、
参
加
さ
れ
る
皆
さ
ん
の
熱
い
思
い
が
伝
わ

れ
ば
幸
い
で
す
。

開
館
中
は
、
県
内
市
町
老
連
の
会
員
ス
タ
ッ

フ
が
心
を
込
め
て
来
館
者
を
お
迎
え
い
た

し
ま
す
の
で
、
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

来
年
開
催
さ
れ
る
秋
田
県
老
連
に
﹁
伝
承
館

旗
﹂
を
引
き
継
ぐ
ま
で
、
熱
中
症
対
策
を
万
全

に
会
員
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
り
ま
す
。︵
華
︶

編
集
雑
感

編
集
雑
感

長崎県老連では、ホームページを開設しています。 ご覧になりたい方は下記のアドレスにアクセスしてください。

http://nagasaki-kenrouren.web.fc2.com/


